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研究成果の概要（和文）：団塊の世代が2025年頃までに後期高齢者（75歳以上）に達して、介護・医療費等社会
保障費の急増が懸念される「2025年問題」が控えている。高齢化の問題は、これまでは高齢化進展の問題であっ
たが、これからは、高齢者数の急増が問題となる。高齢者人口の推移では都市部に集中する傾向があり、対策と
して地域医療・介護・生活支援など総合的な体制の見直しが必要である。さらに認知症高齢者数の将来推計では
2025年には約700万人（5人に1人）と見込まれており、医療機関のネットワーク化と認知症高齢者への意思決定
支援が不可欠となるので、地域包括ケアシステムのモデルとなる体系的なサポート体制構築が必要である。

研究成果の概要（英文）：The baby boom generation reaches the elderly aged 75 or over (75 years or 
older) by around 2025, and there is "the Year 2025 Problem" that there is concern about the rapid 
increase of the social security budget to care, medical expenses. The aging problem was a problem of
 the aging progress until now, but a rapid increase of the number of the elderly people will become 
the problem from now on. I tend to be concentrated in the urban area by the change of the elderly 
person population and need the review of the general system including a community medicine, care, 
the life support as measures. Furthermore, the model of the area inclusion care system and the 
systematic support system construction that it is are necessary as I am trusted as about 7 million 
people (one of five) by estimate in 2025 in the future of the number of the dementia elderly people,
 and the networking of the medical institution and the decision aiding to a dementia elderly person 
become essential.

研究分野： 看護形態機能学

キーワード： 地域包括ケア　オーラルフレイル　８０２０運動　テキストマイニング　口腔管理　地域連携
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本の65歳以上の人口割合は、2035年には33％になると推計され、総人口の3人に１人が高齢者になることが見
込まれている。急増する高齢者が人生の締めくくりの時期においてどのような医療・看護ケアを受けるのか、そ
の重要性が高まっている。問題解決に必要な科学的根拠を探索するだけでなく、本人が希望する療養生活を過ご
すためグローバル・スタンダードとなり得る口腔機能向上支援システムの構築は社会的に意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

日本の 65歳以上の人口割合は 25％に達し，2035 年には 33％になると推計され,総人口の 3人

に１人が高齢者になることが見込まれている。そのため急増する高齢者が人生の締めくくりの

時期において,どのような医療・看護ケアを受けるのか,その重要性がますます高まってくる。高

齢者への行政の「地域支援事業」においては,口腔機能向上サービスが導入され徐々に普及して

はいるものの,地域包括ケアシステムのなかで十分に機能しているとは言いがたい状況にある。 

本邦の嚥下リハビリテーションの流れを顧みると,誤嚥防止や安全性,有用性に焦点が当てら

れてきたが,実践方法に関しては課題が残っている。例えば,QOL を重視した嚥下治療や看護ケア

の方向性を見出し,いかに嚥下リハビリテーションに訓練原則を取り入れるべきか,等である。 

２．研究の目的 

研究目的は，高齢者が住み慣れた地域で元気に生活するために, 生涯発達ととらえるジェロ

ントロジーの観点から,地域性・住民性を活かした口腔機能向上訓練手順の実用化とモデル支援

システム(介入方法,広く周知する方策等)を提言する。地域で暮らす高齢者には,認知症や高次

脳機能障害や脳卒中による嚥下障害を抱えた仮性球麻痺の人が増加している。K-point 刺激法を

含め摂食・嚥下訓練はある範囲で，看護師の裁量に任された看護技術となっているが，開口反射

がなければ自己流とも言える看護師独自の判断で訓練が行われる場合がある。そこで,医療の現

場で,本人または家族が希望する療養生活を過ごすために,グローバル・スタンダードとなり得

るモデル・システムを創成し,広く周知する方法の開発に取り組む。 

３．研究の方法 
これまでの研究成果を踏まえ,まず先進的な市町村を対象として,摂食・嚥下ケアに関する調

査を実施する。この仮説探索・発見型の調査手法を採用することにより,介護予防事業とその地

域で生活する高齢者の日常行動を包括的に知ることができ,被験者のより詳細の行動分析から非

言語情報が洞察され,潜在的な価値や欲求を見出せる。つまり,生活者自身が気付いていないこ

とは,話すことも出来なければ文章にすることもできないのであるから,「生活者さえも気づい

ていない,生活者のニーズ」を把握して,本質的な患者のニーズを取り入れた啓発事項を抽出し,

啓発プログラムに反映させる。 

４．研究成果 

医療は病院中心であった時代から，地域包括ケアシステムへと転換されている。‘QOL’や‘緩

和ケア’の概念は定着し，医療が‘患者中心’へシフトしている中で，看護師は知識だけでなく

「その人自身」を熟知した上で，対象やその家族の意思決定を支援し，個別的な援助を展開する

必要がある。また医療では，生活の支援を視野に入れた実践が中心となる。病院や施設にいる間

だけではなく，その患者や利用者がいかなる人生を送ってきたのか，そして今後どう生きていく

のかを見通す必要がある。これはその場限りの問題解決ではなく，長期的な視点で個人の生活や

将来像を展望し，対象が持つ力を十分に発揮できるような働きかけを支援することを意味する。 

2016 年に閣議決定された「ニッポン一億総活躍プラン」においては，フレイル段階での機能

低下の進行抑制のため，専門職による栄養，口腔，服薬などの支援を推進することが明記されて

いる。また地域包括ケアは在宅生活を支える「地域づくり」なので摂食や会話に深く関与する医

療・口腔保健の向上を包含してシステム構築を図ることが必要である。そのためにも，多職種と

の連携は必須で，各専門職間をつなぎ，課題を共有することが求められる。 

（1) K-point 刺激法のメカニズム 

脳卒中による嚥下障害は，脳の中で嚥下を司る部分が障害されるために生じる。仮性（偽性）

球麻痺では，延髄の嚥下中枢が障害されていないため，一度嚥下反射が起これば，その後の動き

はスムーズに進む。こうした患者に，舌圧子や指などで，K-point といわれる臼歯後豊隆付近の



粘膜を軽く刺激すると開口が誘発されることがある。開口運動を繰り返せば，筋力の回復という

面だけでなく，口腔内の衛生ケアにとっても利点となる。 

（2)オーラル・フレイルという新しい概念 

一般的に，高齢者は健康な状態から徐々に要介護状態に移行する間に，虚弱状態（フレイル）

を経る。フレイルとは身体の筋力や心身の活力が低下した状態を意味するが，このフレイル段階

での介護予防対策が地域在宅支援の鍵になっている。いまはさらに進化して高齢期の口腔機能

の維持・向上を図ることが，全身の虚弱化を防ぐために有効とするエビデンスが蓄積され，施策

として行われるところである。つまり，高齢期の口腔機能と食生活の低下に着目したのがオーラ

ル・フレイル（口腔・虚弱）という新しい概念である。 

これからは身体のフレイル対策に加えて口腔機能の低下に起因するオーラル・フレイル対策

が重要になってくる。口腔機能低下を早期発見するために，在宅支援においても歯・歯肉の状態

や口腔内の衛生状態，咀嚼・嚥下を含む口腔機能を評価することが大切である。例えば，在宅で

も簡単にできるものとして，嚥下機能を評価する反復唾液嚥下テスト（RSST）がある。このテス

トはリスクが少なく，特別な測定機器が必要ない。 

（3)8020 運動 

口腔のことを長くやっていると，まず思い浮かぶのが 8020（はちまるにいまる）運動である

が，これは 80歳になっても自分自身の歯を 20 本保つことを目標とする「生涯を通じた歯の健康

づくり」のための活動である。平成 13年に 8020 研究事業が始まり，国民健康づくり運動の推進

とともに，ネット上に 160 編の研究報告書が公開されている。そこでまず，口腔ケアに関わる

専門家がどのような研究テーマに関心を持ち，これまで研究を行ってきたかをテキストマイニ

ングという手法(KH Coder 使用)で，客観的に調査分析した。 

単語頻度解析をすれば，テキストのなかでのキーワードがわかる。上位の頻出語には，「研究」

「高齢者」「開発」「検討」「効果」「QOL」があった。下位にも「口腔ケア」「口腔機能」「8020達成

者」「口腔機能向上プログラム」等ポイントとなる単語が見られた。 

次に，共起ネットワークで共起する語の組み合わせに注目することで，研究報告書内にどのよ

うな主題が多く出現していたのかを探った。主なものは，①口腔ケア介入-認知機能-データベ

ース-専門的口腔ケア-要介護高齢者-口腔機能向上プログラム，②行政歯科専門職-双方向情報

システム-公衆衛生，③栄養-口腔乾燥症-健康-歯科医師-栄養管理，④市町村レベル-歯周病対

策事業-取り組み，等が共起していた。 

（4)テキストマイニングとは 

前項に出てきたテキストマイニングという言葉の由来は，大地の中から金鉱脈を探し出す

（Mining；発掘）ように，大量のテキスト（文字データ）から貴重な未知の知見を探し当てる

という意味である。大量のデータをまとめて，視覚的に表現すると，データが持つ特徴を直感

的に理解できる。解析ソフト（Text Mining Studio6.0；NTT データ数理システム）を活用すれ

ば分析が可能になる。 

（5)医療機関のネットワーク化 

誰でも病気になったら，いい病院で診てもらいたいと思う。だからちょっとした怪我や疾患

でも地域の中核病院に患者が集まりがちである。そうすると，医師をはじめとして，看護師等

医療従事者への過度な負担増となって，やがては離職につながっていく。そして，人手不足は

病院経営を直撃し破綻へと向かい，連鎖的に地域医療の崩壊を招くという悪循環に陥る。そこ

で今，負のスパイラルから脱却するために地域全体がひとつの医療システムとなる「地域医療

連携」という取り組みが推進されている。 



しかし追い打ちをかけるように，団塊の世代が 2025 年頃までに後期高齢者（75歳以上）に

達して，介護・医療費等社会保障費の急増が懸念される「2025 年問題」がひかえている。高齢

化の問題は，これまでは高齢化進展の問題であったが，これからは，高齢者数の急増が問題と

なる。高齢者人口の推移では都市部に集中する傾向があり，対策として地域医療・介護・生活

支援など総合的な体制の見直しが必要である。さらに認知症高齢者数の将来推計では，2025 年

に 470 万人（12.8％／65歳以上人口比）と見積もられている。 

このなかで歯科領域の果たす役割は大きく，在宅に向けた退院が成功するか否かは，患者の

口腔内の環境への支援にかかっている。口腔内のケアや摂食嚥下機能のリハビリテーションに

おいては多職種が連携しないとうまく機能しないであろう。 

（6)口腔管理 

昔から口腔機能を維持することの重要性は認識されており，これまでにいろいろな取り組み

がなされてきた。温故知新という言葉がある。今の「多職種連携」につながる新しい知見を再発

見する意味で，まず先行研究をテキストマイニングの手法を使って可視化した。そこで，医学中

央雑誌(Web 版)で，検索語を「摂食 or 嚥下」としてヒットした 36 年間（1982 年～2017 年）の

原著論文表題 2,674 件を分析した。 

‘ことばネットワーク’という分析手法を使えば，意味のまとまりのある単位として話題が抽

出されるので，話題単位でテキストを概観できる。丸が矢印でつながった図が表示され，それぞ

れが単語に対応しており，関連の深い単語同士が矢印でつながっている。クラスタ（塊）になっ

ている単語の集まりは，同時に出現しやすいことばの集まりと解釈する。中央上に位置する一番

大きな楕円の中には，「摂食」という語句に向かう 12 本の矢印がある。発信源の語句は，「チ

ームアプローチ」「嚥下機能訓練」「高次機能障害」「嚥下リハビリテーション」であり，嚥下

機能訓練に関する話題である。左の円内には「検討」と「影響」へ集中する「信頼性」「妥当性」

「因子」「姿勢」「咀嚼回数」という語句が見られる。下には小さなクラスタであるが，「１例」

に向かう「併発」「重度嚥下障害」「原因」「奏功」といった言葉も見られる。円外にも摂食・

嚥下に関連したいろいろな語句が出ている。 

次に，年代毎に分けた論文数の推移を見ると，2000 年代に入ってから急増しているのがわか

る。論文表題によく使われる語句では，上から「摂食」「嚥下障害」「検討」「１例」「影響」「患

者」「効果」が並んでいて，嚥下に関わる医療者の姿勢が伺える。上から８番目の「取り組み」

という語句に注目して，どんなことに取り組んでいるのかを原文参照してみた。単語頻度推移の

図からも 2000 年頃を境に増加して，2007 年のがん対策基本法の設立に合わせてピークに達して

いる。 

（7)地域連携における研究と課題 

地域連携においての摂食嚥下に関する研究をテキストマイニングで見てみる。先ほどの「摂食

or 嚥下」に「地域」という検索語を加えると，163 件の文献になった。摂食・嚥下に関する論文

の 10％に満たず，この領域の研究はまだ進んでいないことが分かる。研究テーマについては，

「取り組み」「1例」が上位にあり，症例研究が多いことが読み取れる。また，「高齢者」を対

象とした研究が多いようである。次に，この 163 件の論文の著者がどの職種であるかをまとめ

た。歯科医師が 31.29％，看護師が 21.47％で，全体の 5割を占めた。 

在宅医療には多くの専門職種がかかわっている。医師はもちろんのこと，歯科医師も訪問歯

科診療を提供する。訪問看護ステーションなどを拠点に在宅で活躍する看護師は，在宅医療の

中心的存在である。その他，薬剤師，理学療法士や作業療法士などリハビリテーション関係，

歯科衛生士，栄養士などがチームとしてかかわっている。課題は，病院などの医療現場と同じ



で，いかに人材を集めて育てるかである。日本看護協会によれば，全就業看護師のうち訪問看

護師はわずか 2％程度である。今後ますます在宅医療のニーズが高まることを考えると人材の

育成が緊急の課題となる。 

（8)在宅高齢者の口腔管理 

2014 年に「医療介護総合確保推進法」が成立してから，地域における医療と介護の提供体制

が大きく変わった。歯科医療では，2016 年の診療報酬改定で「かかりつけ歯科医機能強化

型歯科診療所」の制度が新設され，診療室完結型歯科医療から地域完結型歯科医療へと進

んでいる。高齢化と歯科疾患の疾病構造の変化は，新たなニーズを生み，高齢期の口腔機能の

低下防止に関する取り組みを行うことが求められている。高齢期の口腔機能については，2015

年頃から口腔機能の軽微な低下や食の偏りなどを指す新概念の「オーラル・フレイル」の考え

方が広まっている。2016 年に閣議決定された「ニッポン一億総活躍プラン」においては，フレ

イル段階での機能低下の進行抑制のため，専門職による栄養，口腔，服薬などの支援を推進す

ることが明記されている。また，地域包括ケアは在宅生活を支える「地域づくり」ですから摂

食や会話に深く関与する歯科医療・口腔保健の向上を包含してシステム構築を図ることが必要

である。そのためにも，多職種との連携は必須で，各専門職間をつなぎ，課題を共有すること

が求められている。 

（9)歯科保健と地域連携 

歯科口腔領域の保健医療は「生きる力を支える生活の医療」と言われ，高齢者にとっては毎

日の QOL に大きく影響する。歯科領域は医科領域と異なり，対象となる口腔内を容易に見るこ

とができる。だから家族も医療専門職も口腔の状態から日々の生活を推測できるという特質が

ある。地域連携における歯科保健がうまく機能するためには，ボランティア精神があって，経

営のことも考えられるコーディネーターが必要である。そうは言っても，なかなか条件が揃わ

ないからとりあえず始めてみて，課題を一つずつ乗り越えていくというやり方でもいいと思

う。地域にはそれぞれの特性があるので，情報を共有しながらシステム運用することが大事で

ある。 

（10)栄養改善と多職種連携 

口腔ケアは，誤嚥性肺炎予防に効果的で，脳血管障害後遺症，咬合支持が不十分な高齢者の

増加や咀嚼機能の低下した認知症患者の増加に伴いその重要性は大きくなっている。口腔機能

の改善による低栄養状態からの回復のためにも，在宅歯科診療は重要である。今後，在宅療養

を継続するためには，口腔機能の維持，向上，栄養指導の実践が重要な要素になると思われ

る。在宅高齢者の口腔機能の維持・向上と栄養改善のためには，多職種連携が必要不可欠であ

る。医師，歯科医師，薬剤師，訪問看護師，歯科衛生士，栄養士，ケアマネジャー，PT，OT，

介護福祉士などの連携が重層的に進んでいくことが，実質的な成果を上げるために必須とな

る。 
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